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　　　　　　市の人ロ

世帯数（昭和56キio；i1日現在）

世帯数48，820世帯（前）iヒ3世帯増）

人口154，933人（fii／月比142人増）　　

男77，410人　　

女77，523人

国鉄奈良線 複線電化めざして

　
国
鉄
で
は
、
奈
良
線
の
電
化
の
前
提
と
し
で
九
月
か
ら
Ｃ
Ｔ

Ｃ
（
列
車
集
中
制
御
装
置
）
化
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
で
、
国
鉄
奈
良
線
複
線
電
化
促
進
協
議
会
は
奈
良
線
の

複
線
電
化
に
む
け
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
と
方
向
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

ま
ず
は
単
線
電
化
で

　
現
在
、
奈
良
線
沿
線
の
住
民
や

市
や
町
、
京
都
府
の
強
い
要
望
な

ど
に
よ
っ
で
、
奈
良
線
複
線
電
化

計
画
も
大
き
ぐ
前
進
1
Ｊ
ヌ

1
一
し

で
い
ま
す
。

　
国
鉄
で
は
昭
和
五
土
八
年
度
中

に
も
奈
良
線
の
単
線
電
化
工
事
の

認
可
を
得
た
い
と
考
凡
て
い
る
よ

う
で
す
。
さ
ら
に
、
｛
花
に
よ
る

車
両
増
に
対
応
す
る
た
め
の
車
両

基
地
か
題
設
す
る
問
題
も
あ
り
ま

す
。
　
と
こ
ろ
で
、
宇
治
市
は
じ
め
京

都
市
、
Ｉ
城
陽
市
、
奈
良
市
、
井
キ

町
、
山
城
町
、
木
津
町
、
宇
治
田

原
町
の
四
市
四
町
で
構
成
す
る
国

鉄
奈
良
線
複
線
電
化
促
進
協
議
会

は
、
現
在
単
線
で
電
化
さ
れ
で
い

な
い
奈
良
線
の
複
線
電
化
に
む
ほ

▲通勤・通学の゛足、として大切な国鉄（宇治駅で）

て
四
十
二
年
に
蔀
足
。
複
線
電
化

め
ざ
し
で
多
面
的
な
活
動
忿
す
す

め
で
い
ま
す
。
　

ま
た
、
京
都
府
知
事
か
代
表
世

話
役
と
し
て
昨
壬
〈
月
誕
生
し
た

四
市
十
町
一
村
で
構
成
す
る
京
都

府
南
部
地
域
国
鉄
線
等
整
備
促
進

協
議
会
で
も
、
奈
良
線
電
化
の
た

め
い
ろ
い
ろ
と
取
匯
組
ん
1
笙

し
た
。
今
、
こ
の
協
議
会
内
の
専

　
十
月
二
十
七
Ｅ
か
ら
千
一
月
九

日
ま
で
、
読
書
週
間
レ
ト
に
昭
和
二

十
二
年
に
は
じ
ま
っ
て
、
今
年
で

三
十
五
回
と
な
り
ま
す
。
。
本
と
の

出
合
い
、
ゆ
た
か
な
人
生
Ｉ
岑

年
の
テ
ー
マ
。
　

市
民
図
書
室
で
は
、
こ
の
読
書

週
間
を
記
念
し
で
、
随
筆
家
の
大

村
し
げ
さ
ん
を
お
招
き
し
講
演
＆
一

を
開
零
栄
す
。
　

講
師
を
し
で
い
た
ダ
矢
村
し

げ
さ
ん
は
、
大
正
七
年
の
祇
園
生

次
れ
。
「
京
の
古
く
か
ら
の
暮
β
し

ぶ
り
政
‐
。
り
つ
い
で
い
く
の
が
、

私
の
仕
事
」
と
言
わ
れ
、
各
方
面

了
匹
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
こ
と

ば
で
つ
づ
っ
た
「
京
の
手
づ
く
り
」
　

「
京
四
季
の
味
」
な
戸
喬
者
も
た

読書週間の記念講演会

京のくらしとお

ばんざい

◇大村しげさん

◇10月30日

　　　ごご1時～3時牛◇市民会館3階

く
さ
ん
出
版
孤
れ
て
い
ま
す
。
　

…
…
。
お
ば
ん
ざ
い
″
つ
て
、

C
J
存
知
ど
ｙ
か
。
お
そ
う
ざ
い
の

こ
と
ど
す
。
京
に
は
、
何
の
日
に

は
何
を
食
べ
る
と
い
t
Ｐ
v
し
淮
た
り

が
、
ぎ
ょ
う
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
・

せ
や
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
す
た
れ
て

し
・
ｗ
Ｖ
Ｃ
Ｓ
て
…
…
秋
の
ひ
と
と
き
、

京
の
く
5
し
と
お
ば
ん
ざ
い
の
は

な
し
、
聞
い
て
お
く
れ
や
す
…
…
　

古
く
か
ら
京
都
人
が
守
り
つ
づ

け
で
き
た
、

‘
お
そ
う
ざ
い
の
味
と

し
き
た
り
を
、
語
部
（
か
た
り
べ
）

と
し
て
大
村
さ
ん
に
暮
ら
し
の
中

か
ら
語
し
て
い
た
だ
き
示
す
。
　

参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

1047

門
調
査
委
員
会
で
、
府
南
部
の
国

鉄
在
来
線
・
新
線
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
と
い
う
問
題
を
な
調
査
・

研
究
し
で
い
ま
す
。

国鉄奈良線の乗客数（単位：千人）

ヱ 新田 1知 黄聚 木幡
昭和50

年度
513 779 450 359

昭和51
委
523 803 459 397

昭和葦

度
459 738 429 376

昭和

53年

度

418 653 406 359

昭和

54年

度

377 617 372 372

装
置
）
化
工
事
が
、
総
工
費
二
十

七
億
円
で
九
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
・
Ｃ
Ｔ
Ｃ
と
は
、
従
来
そ

れ
ぞ
れ
の
駅
で
操
作
し
て
い
た
ポ

イ
ン
ト
の
切
替
え
や
、
信
号
機
の

取
り
扱
い
を
Ｉ
ヵ
所
に
集
中
し
で

車
両
運
行
の
安
全
性
を
高
め
る
も

の
で
す
。
こ
の
工
事
に
あ
わ
せ
で
、

来
年
三
月
ま
で
に
陸
橋
の
建
設
や

自
動
券
売
機
の
設
置
な
ぺ
近
代

化
工
事
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
増
加
が

活
動
展
開
の
力
に

　
国
鉄
奈
良
線
複
線
電
化
促
進
協

議
公
一
で
は
、
国
鉄
の
厳
し
い
財
政

事
情
な
μ
も
あ
り
求
ふ
、
電
化

工
事
の
認
可
を
得
ら
元
る
ぷ
っ
に

活
動
を
展
開
に
ま
す
。
　

ま
ず
、
奈
良
線
全
線
の
複
線
電

化
か
阜
期
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、

国
鉄
や
運
輸
省
な
ど
関
係
機
関
へ

陳
情
を
し
ま
す
。
京
都
府
南
部
地

域
国
鉄
線
等
整
備
促
進
協
議
心
一
や

国
鉄
複
線
電
化
促
進
全
国
協
m

と
の
連
携
政
花
す
る
と
と
も
に
、

国
政
・
府
政
の
場
で
議
員
の
理
解

や
協
力
鷺
得
で
ｓ
＞
m
＞
い
と
考
λ

で
い
ま
す
。
　

ま
た
、
奈
良
線
の
ダ
イ
ヤ
増
強

や
車
両
・
施
設
の
改
善
整
備
、
国

鉄
遊
休
土
地
の
開
放
な
ベ
サ
ー

ピ
ス
の
向
上
を
関
係
機
関
へ
要
望

し
で
い
き
示
す
。
　

も
ち
う
へ
こ
れ
ら
の
活
動
に

必
要
な
調
査
、
研
究
、
資
料
収
集

な
ど
も
行
う
こ
と
に
し
で
い
ま
す
。
　

な
お
、
奈
艮
線
は
将
来
輸
送
の

需
要
が
増
大
す
る
と
見
込
次
れ

る
な
ら
ぽ
、
複
但
祖
の
実
現
も

可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
、

奈
良
線
の
利
用
者
数
の
増
加
が
一

つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

幹
線
指
定
で
近
代
化
へ

　
国
鉄
在
来
線
は
中
心
的
交
通
キ

段
と
し
て
、
住
民
牛
活
に
密
着
し

て
い
る
公
共
輸
送
機
関
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
や
大

量
性
、
安
全
性
、
定
時
性
に
す
ぐ

れ
て
お
り
、
と
く
に
都
市
間
や
大

▲住宅も多くなった奈良線沿線

都
市
堅
ｊ
ゐ
特
性
か
千
分
に
発

揮
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
社
会
的

要
請
の
強
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の

竪
晏
通
体
系
夕
形
成
す
る
う
え

で
、
国
鉄
は
、
大
変
重
要
な
分
野

M
！
’
C
＾
Ａ
）
期
待
さ
れ
で
い
ま
す
。
　

し
ぶ
し
、
国
鉄
経
営
再
建
法
の

成
立
に
よ
っ
て
昭
和
六
十
年
度
ま

で
に
健
全
経
営
の
琵
琴
確
立
さ

せ
る
た
め
、
経
営
の
圧
迫
と
な
る

複
線
電
化
へ
の
投
資
は
ま
す
毒
す

圧
縮
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
　

現
在
奈
良
線
は
、
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
当
り
の
乗
客
数
を
示
す
輸
送

密
度
が
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
五

十
四
年
度
ま
で
の
平
均
で
八
千
人

夕
越
え
で
い
る
こ
と
、
主
要
都
市

の
京
都
と
奈
良
を
連
絡
し
で
い
る

こ
と
か
ら
、
今
年
三
月
に
幹
線
の

線
区
指
定
か
受
け
ま
し
た
。
以
前

は
地
方
交
通
線
と
い
之
」
置
づ
け

が
さ
れ
で
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

国
鉄
と
し
て
も
重
点
的
に
増
強
・

投
資
す
る
線
区
と
な
っ
た
わ
け
で

す
。
へ
　

と
こ
ろ
で
、
奈
良
線
電
化
と
関

淳
ず
る
Ｃ
Ｔ
Ｃ
（
列
車
集
中
制
御

教
育
長
に
岩
本
さ
ん

市
議
会
9
月
定
例
会
で

岩
本
新
教
育
長

　
十
月
十
二
日
の
定
例
市
議
会
の

本
会
議
で
、
岩
本
昭
造
さ
ん
（
五

十
三
歳
）
が
宇
治
市
教
育
委
員
に

選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
　

市
議
会
の
同
意
か
吋
た
岩
ぷ
教

育
委
員
は
「
宇
治
市
の
教
育
発
展

の
た
め
に
、
が
ん
ば
ひ
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
　

つ
づ
い
て
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
で
岩
本
委
員
が
教
育
長
に
選
ば

れ
、
京
都
府
教
育
委
員
会
か
ら
承

認
舎
父
け
ま
し
た
。
　

岩
村
教
育
長
の
略
歴
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
昭
和
二
十
二
年
京
都
府
立
農
林

専
門
学
校
（
現
京
都
府
立
大
学
）

卒
業
、
二
十
二
年
四
月
京
都
府
に

勤
務
、
四
十
一
年
六
月
府
立
医
科

大
学
付
属
病
院
事
務
課
長
、
四
十

四
年
四
月
民
生
労
働
部
婦
人
児
童

課
長
、
四
土
八
年
六
月
府
教
育
委

員
会
指
導
部
社
会
教
育
課
長
、
四

十
八
年
六
月
同
部
の
文
化
財
保
護

課
長
、
五
十
四
年
四
月
山
城
教
育

局
長
、
五
十
六
年
四
月
か
ら
府
労

働
経
済
研
究
所
長
夕
歴
任
。
宇
治

市
伊
勢
田
町
蔭
田
一
に
在
住
。
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郷
土
史
講
座

　
宇
治
と
小
倉
の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
　
▼
日
程
と
テ
ー
マ
・
・
・
左
下
表
▼
と
き
…
午
後
7
時
1
9
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
受
講
料
・
・
・
無

公民館のお知らせ

宇治市小倉公民館…小倉町寺内91（電話224687）

料
▼
申
込
み
…
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
お
よ
び
　

「
郷
土
史
講
座
希
屏
と
書
い
て
、

1
1
月
2
日
ま
で
に
小
倉
公
民
館
へ
。

申
込
み
者
は
全
員
受
講
で
き
ま
す
。

　
中
学
生
を
考
え
る
講
座

　
中
学
生
の
非
行
が
拡
詰
躍
と

な
っ
て
い
ま
ｙ
が
、
現
代
の
中
学

生
が
何
を
？
兄
て
い
る
か
な
ど
、

子
μ
も
た
ち
と
深
ぐ
か
か
わ
っ
て

い
る
講
師
か
ら
伺
い
、
健
や
か
な

育
て
方
か
貫
一
い
に
学
び
豪
す
。
　

▼
日
程
と
テ
ー
・
了
・
下
表
▼
と

き
・
・
・
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
半
～
3

時
半
▼
と
こ
ろ
↑
・
・
小
倉
公
民
館
▼

対
象
・
・
・
中
学
隼
と
小
学
校
6
年
生

の
子
芦
も
鷺
持
つ
親
▼
定
員
・
・
・
4
0

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）
▼
受

講
料
…
無
料
▼
申
込
み
ｙ
・
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
お
よ
び
、
「
中
学
生
忿
7
〈

郷土史講座日程表

講義とき テーマと講師

1 m月
　「これからの町づくりと宇治」

立命館大孚教授谷岡武雄さん

・・●

2

i＼／明
「巨椋池の今昔」　

≪wa若原英弐5A

3 mm
　「宇治茶の話」

扉都府茶業肝1真島秀満さん

4 12／7K）
「宇治の文化財」

k緊偕麗北叫B？＾

5 12／14（9
「小倉の文化財」　　　　　

北）ll純三さん

中学生を考える講座日程表

5 4 3 2 1 雌

㈹8
μ
― 図1

μ
1 皺川 明山1 仙川1 き

と

中
学
生
の
問
題
行
勣
と

教
育
相
談

進
路
の
選
択
と
上
級
学
校

な
ど
へ
の
進
学

で
き
な
い
教
科
H
a
ら
い

な
教
科
の
勉
強
の
し
方

現
代
中
学
性
気
質
と
悩
み
・

’
不
安
・
不
満
の
ほ
ぐ
し
方

第
二
次
性
徴
期
を
め
ぐ
る

中
学
生
の
体
と
性
教
育

テ
ー
マ
’

宇
治
市
青
少
年
対
策
室
指
導
主
事
　
　

若
山
登
さ
ん

京
都
府
立
西
宇
S
S
2
！
校
長
　
　

栢
分
次
郎
さ
ん

宇
治
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
　
　

別
所
隆
太
郎
さ
ん

京
都
府
警
少
年
課
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
担
当
　
　

太
田
昭
子
さ
ん

日
本
性
教
冑
研
究
会
常
任
理
事
　
　

今
村
要
道
さ
ん

講
師

る
講
座
希
屏
と
書
い
て
、
1
0
月
3
0
E
ま
で
に
小
倉
公
民
館
へ
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
Ⅲ

　
小
学
校
五
・
六
年
生
以
上
の
少
年
少
女
鷺
対
象
に
、
毎
月
一
回
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
　
ｙ
と
き
・
：
1
1
月
7
日
出
午
後
7

時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民

館
▼
内
容
・
・
・
京
都
市
青
少
年
科
学

セ
ン
タ
ー
の
江
上
賢
三
さ
ん
に
よ

る
「
宇
宙
の
話
」
、
「
秋
の
星
座
」

に
つ
い
て
の
お
話
▼
申
込
み
・
・
・
は

が
政
か
電
話
で
申
込
ん
で
ぐ
だ
さ

い
。
な
お
、
小
学
生
に
は
必
ず
保

護
者
が
同
伴
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

（
小
倉
公
民
館
）

はかりの定期検査

10月26日から市内各所で

　
京
都
府
計
量
検
定
所
で
は
、

業
務
に
堡
用
す
る
は
か
り
の
定

期
検
査
夕
行
い
ま
す
。
業
務
用

は
か
り
は
、
検
査
か
受
け
な
い

と
笛
一
慰
孝
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
検
査
奮
冥
け
で
ぐ
だ
さ
い
・

検
査
に
は
、
手
数
料
と
印
鑑
を

l
U
持
参
く
だ
さ
い
。
　

な
お
、
光
電
式
や
電
気
抵
抗

線
式
の
は
か
り
は
別
に
検
査
し

ま
す
・
　

ま
た
、
今
年
は
家
庭
用
は
か

り
も
1
1
月
4
日
脚
午
前
1
0
時
か

ら
午
後
3
時
ま
で
市
教
育
委
員

会
前
で
無
料
検
定
し
ま
す
。
　
　
　

〈
検
査
日
程
〉

・
1
0
月
2
6
m
－
東
宇
治
中
学
校

・
S
i
i
i
：
2
7
m
．
。
。
宇
治
シ
ョ
″
プ
　

セ
ン
タ
ー

・
1
0
月
2
8
E
・
・
・
小
倉
小
学
校

・
1
0
月
2
9
m
－
大
久
保
小
学
校

・
1
1
月
4
日
・
5
日
・
・
卓
治
市
　

靫
育
委
員
合
一
前
（
市
役
所
南
　

5
0
μ
）
　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
煎
…
一
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
。
　
　
　
　
　

（
商
工
観
光
課
）

字
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
1
呂
合
理
性
に
富
ん
だ
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　
今
四
一
牡
、
柔
道
、
’
手
、
少

林
寺
拳
法
｀
圭
な
活
動
種
目
と

す
る
六
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　

◇
　

秋
風
が
さ
わ
や
か
な
今
唄
、

市
内
各
所
で
ス
ポ
ー
ツ
大
心
一
な

ど
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
　

先
日
も
、
少
年
柔
道
大
心
一
が

開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
少

年
に
交
左
〈
活
躍
し
て
い
る
少

女
か
見
か
け
ま
し
た
。
　

格
闘
技
と
呼
ば
れ
る
柔
道
・

9
于
・
少
林
寺
拳
法
は
、
荒
々

し
い
と
っ
ぐ
み
合
い
の
ス
ポ
ー

ツ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
小

さ
な
女
の
子
で
も
親
し
む
こ
と

の
で
き
る
競
技
で
、
少
女
の
参

加
も
多
く
な
っ
て
き
で
い
ま
す
。
　

こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
長

い
歴
史
の
中
で
、
何
度
も
変
革

m
り
返
し
、
確
立
さ
れ
で
き

た
も
の
だ
け
に
老
若
男
女
流
四

わ
ず
、
だ
れ
も
が
親
し
む
こ
と

柔道・空手・少林寺

拳法

心身の修養に力点

練
習
を
通
じ
て
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い

柔道・空手・少林寺拳法スポーツクラブ

横島柔道jなa 川村喜義 （22）2679

大久保柔道’＞’＊‘a野田勇 07745（3）6783

城南空手ぷ’＊ぷ 加藤吉辰 （43）4715

登龍館空手ふな｀a伊藤義明 （32）2443

木幡拳法ふ’Va 阿野倫久 075（571）3674

宇治岡屋拳法ふVS 辻崎竹彦 （32）9579

指
導
者
の
講
義

懸
命
に
筆
記

　
三
つ
の
競
技
の
共
通
点
は
、

い
ず
れ
も
対
人
競
技
で
あ
る
こ

と
、
身
心
の
修
養
に
力
点
を
お

い
て
い
る
こ
と
で
す
。
　

そ
こ
で
、
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
も
、
活
動
時
間
の
半
分

近
ぐ
を
、
日
常
生
活
の
中
で
の

心
得
や
人
の
和
の
問
題
な
ど
に

っ
い
て
講
義
に
｀
ぞ
い
ま
す
。

小
さ
な
子
戸
石
た
ち
も
、
指
導

者
の
お
話
を
一
言
も
聞
鹿
漏
ら

さ
な
い
ぷ
っ
に
一
生
懸
命
耳
を

そ
ば
立
て
、
筆
記
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
生
1
0
人
に

1
人
が
加
入

　
こ
の
ほ
ど
。
宇
治
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
加
入
状
況
が
書
と

ま
り
ま
し
た
。
　

小
学
生
の
低
学
年
で
は
、
十

人
に
一
人
、
高
学
年
で
は
、
十

人
に
二
人
、
中
単
生
は
丈
に

〇
・
五
人
の
割
合
で
加
人
し
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
と
し

H
i
ｓ
ｓ
し
て
い
ま
す
。
　

団
員
数
は
、
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

1048

　
最
近
、
訪
問
販
売
な
ど
で
、

消
防
署
の
名
浚
‘
り
、
消
火
器

や
ガ
ス
も
れ
警
報
器
を
強
制
的

に
売
り
つ
け
る

・
消
防
署
、
市
役
所
が
業
者
を
　

指
名
し
て
消
火
器
を
売
ら
せ
　

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
あ
！
両
方
一
に
備
え
て

自
主
的
に
設
置
す
る
も
の
で

す
。

業
者
が
横
行
し

て
い
ま
す
。
　

次
の
点
に
ご

注
意
ぐ
だ
さ
い
。

消
火
器
の
押
売
り
に
注
意

・
消
防
署
の
職
員
は
消
火
器
の
　

販
売
は
し
ま
せ
ん
。

　
不
習
ね
以
が

あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
り
ぷ
り
の

消
防
署
へ
ご
運

二
般
家
庭
に
、
消
火
器
の
　

設
置
を
強
制
す
る
法
律
や
条
　

例
、
規
則
は
な
ぐ
、
消
火
器

絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

（
消
防
太
一
部
）

案
内

　
市
・
府
民
税
　

　
　
今
月
は
納
期
月
　

1
0
月
は
、
市
・
府
民
税
の
第
3

期
の
納
期
月
で
す
。
　

お
忘
れ
な
ぐ
、
も
よ
り
の
金
融

機
関
か
納
税
課
で
お
納
め
ぐ
だ
さ

い
。
（
納
税
課
）

　
　
老
人
健
康
診
査

　
市
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
の
病
気
の
予
防
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
た
め
健
康
診
査

を
無
料
刄
竹
い
ま
す
。
　

ｖ
期
間
・
・
・
1
0
月
2
1
日
出
～
1
1
月

7
日
出
▼
場
所
…
最
寄
り
の
内
科

医
院
な
ど
▼
診
査
内
容
・
・
・
聴
診
や

血
圧
測
定
、
尿
検
査
な
ど
ｖ
申
込

み
・
・
・
記
録
票
は
老
人
ク
ラ
ブ
を
通

じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、

福
祉
事
務
所
老
人
福
祉
係
（
豊
⑩

3
1
4
Ｌ
内
線
一
一
一
）
へ
。
　

ま
た
、
六
ヵ
月
以
上
治
療
夕
受

け
で
い
な
い
寝
た
き
り
老
人
で
、

低
所
得
世
帯
の
人
に
は
、
訪
問
健

康
診
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
老

人
福
祉
係
へ
。
（
福
祉
課
）

　
　
善
意
の
献
血

　
▼
と
き
ふ
…
肖
2
2
日
出
▼
と
こ

ろ
・
：
㈱
フ
シ
ミ
サ
ラ
シ
（
菟
道
谷

下
り
）
▼
採
血
時
間
…
午
前
1
0
時

1
正
午
、
午
後
Ｌ
時
半
～
3
時
半
）

▼
主
催
…
宇
治
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
。
（
保
健
衛
生
課
）

決
行
）
▼
と
こ
ろ
：
Ｉ
黄
柴
公
園
プ

ー
ル
前
の
児
童
公
園
▼
受
付
時
間

・
：
午
前
1
時
半
1
1
0
時
半
▼
ク
ラ

ス
と
距
離
…
〈
個
人
〉
＝
経
験
者

8
ａ
、
初
心
者
6
0
、
〈
グ
ル
ー

プ
〉
―
一
般
社
会
人
（
経
験
者
を

含
む
）
7
弓
、
一
般
社
会
人
（
初

心
者
）
5
ａ
、
家
族
（
経
験
者
を

含
む
）
6
ｎ
、
家
族
（
初
心
者
）

4
ａ
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
（
小
学

生
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
）
5
ａ
▼
参

加
料
…
個
人
・
グ
ル
ー
プ
と
も
三

百
円
▼
申
込
み
Ｉ
：
当
日
、
直
接
受

付
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

　
市
民
総
体陸

上
競
技
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
日
間
、
午
前

9
時
開
会
▼
と
こ
ろ
：
大
久
保
自

衛
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド
ｖ
参
加
料
・
・
・
一

般
社
会
人
三
百
円
、
高
校
生
二
百

円
、
小
・
中
学
生
は
無
料
、
リ
レ

ー
は
Ｆ
チ
ロ
ム
五
百
円
▼
申
込
み

・
・
1
0
既
貿
星
Ｖ
Ｊ
に
社
会
教
育
課
　

（
豊
⑩
Ｉ
Ｌ
4
1
）
へ
。
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

　
フ
ア
ミ
リ
ー
テ
ニ
ス
デ
ー

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
3
日
鴫
、
午
前

催
し

市
制
施
行
3
0
周
年
記
念

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
地
図
と
磁
石
夕
便
っ
で
野
山
に

定
め
ら
れ
た
幾
つ
か
の
地
点
を
短

時
間
に
探
し
当
て
る
、
初
め
て
の

人
で
も
楽
し
め
る
競
技
で
竃
　

▼
と
き
・
：
1
1
月
1
日
間
（
小
雨

9
時
～
午
後
5
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄

槃
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
申
込
み

・
・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
…
1
1
月
1
日
～
2
9
m
の

日
曜
日
と
祝
日
の
午
後
C
M
時
～
4

時
▼
と
こ
ろ
・
：
西
小
倉
小
学
校
▼

対
象
・
・
・
家
庭
婦
人
▼
定
員
…
3
0
人

▼
参
加
料
・
・
・
五
百
円
▼
…
串
込
み

…
社
会
教
育
課
（
豊
⑩
ｙ
1
4
1
）

へ
。
（
社
会
教
育
課
）
　

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
▼
種
目
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
と

き
・
・
・
1
1
月
1
日
向
、
午
前
1
0
時
～

正
午
Ｖ
と
こ
ろ
…
伊
勢
田
小
学
校
。
　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
直
接

会
場
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

訂
正

　
十
月
十
一
日
発

行
の
市
政
だ
よ
り

四
面
の
ゲ
ー
ト
ボ

Ｉ
ル
大
会
の
中
で
、
と
こ
ろ
が
大

久
保
小
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

東
宇
治
中
学
校
の
誤
り
で
し
た
。
　

ま
た
、
同
じ
面
の
卓
球
大
会
は

卓
球
教
室
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
津
す
。

市
職
員
の
採
用
試
験

1
0
月
2
3
日
か
ら
受
付

　
宇
治
市
職
員
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
般
事
務
職
・
：
昭
和
3
2
年
4

月
2
日
～
3
9
年
4
月
1
日
に
生

書
れ
、
学
歴
は
問
わ
な
い
が
高

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
。
若
干
名
。

保
母
職
・
・
・
昭
和
3
2
年
4
月
2

日
1
3
9
年
4
月
1
日
に
生
次
れ
、

保
母
資
格
を
有
す
る
女
子
、
ま

た
は
保
育
専
門
学
校
及
び
學
ハ

以
上
の
学
校
で
保
母
課
程
＊
）
1

得
し
、
昭
和
一
ｙ
い
年
3
月
に
保
母

資
格
取
得
見
込
の
女
子
。
若
干

名
。
・

土
木
技
師
・
：
昭
和
2
9
年
4
月

2
日
～
3
9
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
、
高
校
以
上
の
学
校
で
土
木

の
課
程
か
修
得
し
た
人
、
ま
た

は
昭
和
5
7
年
3
月
に
修
得
見
込

み
の
人
。
若
干
名
。

建
築
技
師
・
・
・
昭
和
2
9
年
4
月

2
日
C
O
9
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
、
高
校
以
上
の
学
校
で
建
築

の
課
程
か
修
得
し
た
人
、
ま
た

は
昭
和
一
Ｊ
年
3
月
に
修
得
見
込

み
の
人
。
若
干
名
。

▼
第
一
次
試
験
―
と
き
・
：
1
1
月

8
日
剛
午
前
1
時
4
0
分
か
ら
▼

と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
中
学
校
▼
申
込

み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
（
采
春
高

校
卒
業
見
込
み
の
人
は
近
畿
高

等
学
校
統
一
用
紙
を
使
用
の
こ

と
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し

最
近
6
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た

本
人
の
写
真
か
ほ
り
、
申
込
書

な
ぞ
凡
て
職
員
課
へ
提
出
鴛

郵
送
に
よ
る
受
付
は
い
た
し
ま

せ
ん
。
な
お
、
実
施
要
項
と
申

込
書
は
職
員
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
呪
何
期
間
…
1
0
月
2
3
日
翻
～

3
1
日
出
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
職
員
課
）

お
知
ら
せ

⑤
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